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中央売店の運営に関する仕様書 

 

１ 使用物件 

所在地   野中三丁目地内 

施設名   中央売店 

施設概要  約８６．９㎡ 

※うち、約１５．８㎡は付属施設（現在、自動販売機設置） ※別添図面参照 

 

２ 公募目的 

ときわ公園の中央エリアに位置する「中央売店」は、来園者の利便の一層の向上を図るた

めの公園施設で、ときわ公園にふさわしい魅力的なお土産やグッズ、お菓子、飲み物、軽

食などを主に販売していただくとともに、誰もが利用しやすい、質の高いサービスの提供

が可能な売店を安定的に経営できる出店者を選定するため公募を行う。 

 

３ 使用（許可）期間 

(1) 令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

以後、毎年度、使用期間満了時に改めて使用許可を更新。 

(2) 次年度以降も引き続き許可を受けたいときは、許可期間満了の日の30日前までに申請

しなければならない。ただし、許可の更新を希望しない場合は、許可期間満了の日の９０

日前までに申し出るものとする。 

 

４ 営業日 

①  土・日曜日、祝日は必ず営業すること。 

②  休業日は市と協議の上、決定するものとする。 

 

5 営業時間 

事業者の企画提案により、午前９時００分から午後１０時００分までの範囲内で自由に設 

定可能とする。 

ただし、午前１１時００分から午後２時００分までの間は、必ず営業すること。 

 

6 営業形態 

  来園者を対象とした売店（軽食や飲み物の提供を含む） 

 

7 使用許可及び使用料 

使用許可は、宇部市都市公園条例第７条の規定に基づき許可を行う。 

月額 71,500円（消費税及び地方消費税額を含む。） 

※電気・ガス・水道などの光熱水費は事業者の負担とする。 
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8 店名 

名称は事業者が命名することができる。 

 

９ 設備等 

① 市所有の既存設備・備品は無償貸与する。 

② その他設備等の増設・改良、営業に必要な改修工事や看板類の設置は、事前に市と

協議の上、事業者の負担とする。 

③ 店舗の形状は、原則として現使用事業者による原状回復（設備・備品等の撤去）され

た後、営業開始に向けて準備することとなります。 

④ 現使用事業者が設置している設備・備品等の継続使用を希望する場合は、現使用事 

業者と協議が必要となる。 

 

10その他 

① ときわ公園敷地内は禁煙。 

② 営業に必要な、法令が定める申請・届出や、必要な資格者の設置は、事業者の責任と

負担で実施すること。 

③ 常に売店内を清潔に保ち、清掃や廃棄物処理にかかる費用は、事業者の責任と負担

で実施すること。 

④ 事業者は、使用施設を第三者に使用させてはならない。 

⑤ 販売等の管理は事業者の責任として、火災・盗難その他の不可抗力による災害に対

しても、市は一切の責任を負わないものとする。 

⑥ 売店内において、事業者が提供した商品に起因した事件・事故等が発生した場合は、

事業者の責任とする。 

⑦ 売店運営における衛生管理に十分注意を払うとともに、これらにおいて発生した食

品衛生法上の問題等については、全て使用者の負担と責任において対処すること。 

 

１１ 留意事項 

（１）使用上の制限 使用者は、次に掲げる事項を遵守すること。 

ア 使用物件は、善良な管理者の注意をもって維持管理すること。 

イ 使用物件を売店以外の用途に供してはならない。 

ウ 使用物件を第三者に使用させてはならない。 

 (2)使用許可の取消し又は変更 次のいずれかに該当するときは、使用許可の全部若し 

くは一部を取り消し、又は変更することがある。 

ア 使用者が、使用料の未納等本仕様書に違反したとき。 

イ 応募資格の詐称その他不正な手段により使用許可を受けたとき。 

ウ 使用者は、使用許可の取消し又は変更によって生じた損害を宇部市に求めること 

はできない。 
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(3)原状回復及び返還 

ア 使用者は、使用期間が満了して引き続き使用しないとき又は使用許可を取り消され 

たときは、 自己の費用で宇部市が指定する期日までに使用物件を原状に回復して 

返還しなければならない。ただし、宇部市が特に承認したときは、この限りではない。 

イ 使用者が前項の期日までに原状回復の義務を履行しないときは、宇部市が原状回 

  復のための処置を行い、その費用を使用者の負担とすることができることとし、こ 

の場合において、使用者は何ら異議申し立てをすることはできない。 

(4) 損害賠償 

ア 使用者は、その責に帰すべき理由により、使用物件の全部又は一部を滅失又は損 

傷したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、使用者の負担により使 

用物件を原状に回復した場合は、この限りではない。 

イ 使用者は、前項に定める場合のほか、本仕様書に定める義務を履行しないことによ 

り宇部市又は第三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。 

(5) 有益費等の請求権の放棄 

使用者は、使用物件に投じた改良のための有益費、修繕費その他の費用を宇部市に 

請求することはできない。 

(6) 現地確認等 

宇部市は、使用物件を必要に応じ現地確認出来るものとし、資料の提出又は所定の 

報告を求め、使用物件の維持又は使用に関し指示することができる。 

(7) 法令の遵守 

使用にあたり、関係法令、宇部市の関係条例及び規則等の定めによるもののほか、 

本仕様書及び別紙許可条件においての定めを遵守する。 

 

１２ その他 

本仕様の各条項に関し疑義があるとき、その他使用物件の使用について疑義が生じた 

ときは、宇部市と使用者で協議する。 


